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S h i n y a  N a k a m u r a

中村晋也美術館
（高さ）18.3cm × （幅）10.8cm × （奥行）11.8cm

　「中部中学校の裏門に伸びる坂道を、
自転車を勢いよく押して登ったり、息を切
らしながら登ったりして通ったのが亀山で
過ごしたときの思い出です。亀山は坂が
多く、東京でこんな急な坂はあまり見たこ
とがありません」と原嶋さん。中学時代は
卓球部に所属し、部員が多くて卓球台が
使えず、屋内練習や外周を走ることも多
かったそうですが、みんな仲が良く、温か
い雰囲気の部活動だったと振り返ります。
　芸能の世界を目指したのは３歳。芸能
の仕事に憧れ、当時、名古屋に新しくでき
た養成所へ入所。小学１～３年生のとき、
舞台「女の一生（文学座）」の旅公演で全
国を巡り、「台本にないアドリブを褒めて
もらえたことが刺激的で、ずっとお芝居を
していきたいと思いました。これが私の転
機です」と話します。NHK大河ドラマ「い
だてん」では主演女優の幼少期役を演
じ、「思うように演技ができず悔しかった

けれど、それが次への大きな学びになり
ました」と続けます。高校進学を機に上
京。本格的な芸能活動をサポートしてくれ
る家族への感謝を胸に、「小さい頃の夢を
自分で叶えるため、日々稽古を頑張って
います」とあどけない表情で語ります。
　現在、NHK連続テレビ小説「風、薫る」
で、看護婦養成所のムードメーカー・工藤
トメ役を、英会話で鍛えたリスニング力を
生かした津軽弁で熱演中。「女性が社会で
活躍する姿をぜひ見てほしいです」と原嶋
さん。皆さんも、ぜひご視聴ください♪

原嶋 凛さん
（東京都在住）

　何の変哲もない小さな頭像。それなの
に一度見たら忘れられない面立ち。感情
を抑えて、ひたすら修行に勤しむ若き修
行僧を表現したこの作品は、中村が長年
取り組んでいた奈良薬師寺「釈迦八相
像」の副産物といえる作品です。煩悩に
支配された俗世間に生きる我々を、諫め
るでもなく、あざ笑うでもなく、ただそこ
に黙々と存在して、静かなエネルギーを
放出しています。
　この頭像は、今年３月に国立新美術館
（東京・六本木）で開催された「第102回
白日会展」に出品されました。
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